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四
月
二
十
六
日
（
火
）、
ニ
ュ
ー

サ
ン
ピ
ア
を
会
場
に
、
群
馬
中
小
企

業
家
同
友
会
「
第
四
十
四
回
定
時
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
総
会
議
事
」
で
は
、
冒
頭
、
群

馬
県
産
業
経
済
部
・
西
村
産
業
政
策

課
長
、
群
馬
県
産
業
支
援
機
構
・
根

岸
理
事
長
、
高
崎
経
済
大
学
・
河
藤

教
授
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、中
同
協
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
司
会
の
田
村
副
代
表
理
事
よ
り

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
進
行
に
よ
り
議
案

審
議
。新
年
度
の
活
動
方
針
や
役
員
、

予
算
な
ど
を
力
強
い
拍
手
で
承
認
。

代
表
理
事
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
山

岸
氏
、
澤
浦
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
掲
げ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
「〝
人
を
生
か
す
経
営
〟

を
実
践
し
、
自
社
の
経
営
課
題
を
解

決
し
よ
う
！
」
を
は
じ
め
、
重
点
方

針
、
部
門
方
針
に
つ
い
て
山
岸
代
表

境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革

〜
同
大
学
の
実
践
例
か
ら
学
ぶ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
初
は
志
願
者
数
が
減
り
続
け

る
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
企
業
で
言
え

ば
倒
産
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た

同
大
学
。「
教
職
員
の
意
識
を
、
大

学
・
組
織
の
あ
り
方
を
、
さ
ら
に
は

学
生
を
ど
う
変
え
て
き
た
の
か
？
」。

改
革
の
中
心
人
物
で
あ
る
大
森
氏
の

率
直
な
体
験
談
か
ら
、
企
業
変
革
の

ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。（
講
演
要

旨
は
次
号
掲
載
予
定
）

　

講
演
後
の
「
会
員
交
流
の
集
い
」

で
は
、
同
友
会
と
参
加
企
業
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
高
ら
か
に
乾

杯
。
支
部
の
枠
を
越
え
て
時
間
の
許

す
限
り
交
流
を
深
め
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

第44回定時総会第44回定時総会

〝人を生かす経営〞を実践し、
自社の経営課題を解決しよう！
〝人を生かす経営〞を実践し、
自社の経営課題を解決しよう！

理
事
が
要
点
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
終
了

後
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
前
年

度
の
支
部
入
会
目

標
を
達
成
し
た
伊

勢
崎
支
部
（
榎
原

支
部
長
）
と
沼
田

支
部
（
阿
左
見
支

部
長
）
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ

た
「
記
念
講
演
」

で
は
、
全
国
有
数

の
改
革
先
進
大
学

と
し
て
知
ら
れ
る

共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
、
学
長
・

大
森
昭
生
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
苦
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ぶ
れ
な
い
思
い
の
経
営
を
め
ざ
す

２
０
１
６
新
入
社
員
研
修
会

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

　

四
月
七
日
（
木
）
〜
九
日
（
土
）、

パ
ー
ス
学
園
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
高

山
を
会
場
に
「
二
〇
一
六
新
入
社
員

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
五
社

よ
り
五
十
二
名
、
経
営
者
側
を
含
め

総
勢
九
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
人

と
し
て
」。
挨
拶
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
基
礎
は
も
ち
ろ
ん
、
体
験
談
〝
人

と
の
出
会
い
〟
を
受
け
て
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
良
好
な

人
間
関
係
の
構
築
が
自
己
成
長
の

ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。
ま
た
夕
食
後
に
は
、
自
分

の
人
生
を
振
り
返
っ
て
〝
親
へ
の
手

紙
〟
を
書
き
綴
り
ま
し
た
。

　

第
二
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
仕
事
と

は
」。「
分
業
制
と
指
示
命
令
」
の
講

義
で
組
織
と
は
何
か
を
学
ん
だ
上

で
、
野
外
実
習
「
味
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
カ
レ
ー
づ

く
り
」
を
仕
事
の
受
注
に
見
立
て
、

計
画
・
役
割
・
協
力
な
ど
組
織
の
あ

り
方
、
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

実
体
験
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
カ
レ
ー
の
出
来
映

え
は
様
々
で
し
た
が
、
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

第
三
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
人
生
設

計
」。
夢
や
目
標
、
生
き
が
い
や
働

き
が
い
を
持
ち
、
そ
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
各
自
に
配
付
し

た
〝
行
動
計
画
シ
ー
ト
〟
に
は
、
充

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
具
体
策

が
ギ
ッ
シ
リ
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
に
参
加
経
営
者

か
ら
新
入
社
員
へ
の
期
待
を
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
三
日
間
の

研
修
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
講

義
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
〝
自

分
か
ら
〟
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意

識
し
て
働
く
」「
今
の
行
動
が
未
来

の
自
分
を
創
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

仕
事
に
励
み
た
い
」「
元
気
な
挨
拶
、

話
を
聞
く
姿
勢
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思

考
な
ど
、
す
ぐ
取
り
組
め
る
こ
と
を

継
続
し
て
い
く
」
な
ど
、
実
り
の
多

い
研
修
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る

決
意
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
十
年
以
上
続
く
新
入
社
員
研
修

会
で
す
が
、
年
々
洗
練
さ
れ
素
晴
ら

し
い
内
容
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地

が
あ
り
ま
せ
ん
。
七
月
開
催
の
フ
ォ

ロ
ー
研
修
会
で
は
一
回
り
成
長
し
た

研
修
生
に
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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沼
田
支
部
３
月
例
会

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

三
月
二
十
二
日
（
火
）、
沼
田
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
沼
田
支
部
三

月
例
会
「
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」を
開
催
。
今
年
度
入
会
で
、

沼
田
支
部
所
属
と
な
っ
た
三
名
が
同

友
会
の
活
用
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
新
会
員
が
自
己
紹
介
・
会

社
紹
介
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
大
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

同
支
部
所
属
で
群
馬
同
友
会
代
表
理

事
の
グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱
・
澤
浦
氏
が

「
同
友
会
で
学
ん
だ
私
の
経
営
」
と

前
橋
支
部
３
月
例
会

前
橋×

浦
和
＝
バ
ス
！

　

前
橋
支
部
三
月
例
会
は
、
埼
玉
同

友
会
・
浦
和
地
区
会
へ
の
訪
問
例
会

を
開
催
。
三
月
十
六
日
（
水
）、ロ
ー

ラ
ン
ド
観
光
バ
ス
㈱
・
蜂
巣
社
長（
渋

川
吾
妻
支
部
）
の
協
力
の
も
と
、
参

加
者
は
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
会
場
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
午
前
中
か
ら
出
発
し
、
ふ

く
や
（
前
橋
支
部
）
の
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
一
路
埼
玉
へ
。
途
中
、
浦

和
地
区
会
会
員
の
㈱
日
商
サ
カ
エ
・

菅
野
利
男
氏
（
業
務
ス
ー
パ
ー
）、

㈱
ミ
ス
ミ
特
殊
・
三
角
英
夫
氏
（
耐

震
補
強
工
事
・
ア
ン
カ
ー
工
事
）、

㈱
Ｋ
Ｓ
Ｐ
・
三
角
武
一
郎
氏
（
警
備

全
般
）
の
三
社
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
や
設
備
の
説
明
を
受
け
る

な
ど
し
て
会
社
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

　

浦
和
地
区
会
の
例
会
は
「
企
業
づ

く
り
に
お
け
る
経
営
指
針
の
作
成
と

実
践
の
重
要
性
と
は
何
か
」
の
テ
ー

マ
で
、
埼
玉
同
友
会
の
経
営
指
針
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
二
名
が
、
約
一

年
を
経
過
し
た
後
の
実
践
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

群
馬
と
埼
玉
の
指
針
づ
く
り
や
各
社

で
の
実
践
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　

閉
会
後
は
時
間
制
限
つ
き
で
浦
和

地
区
会
の
懇
親
会
に
も
参
加
し
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
途
中
退
席
し
て
帰

路
に
着
い
た
た
め
、
帰
り
の
車
中
は

ま
る
で
二
次
会
の
よ
う
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
（
笑
）。

題
し
、
経
営
指
針
づ
く
り
・
社
員
共

育
・
全
国
行
事
な
ど
、
多
岐
に
渡
る

同
友
会
活
動
と
会
社
の
成
長
が
ど
う

リ
ン
ク
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
時
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
報
告

し
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
新
会
員
の
感
想
発
表
と

質
疑
応
答
。
澤
浦
氏
か
ら
は
回
答
と

同
友
会
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

に「
三
つ
の
目
的
の
タ
テ
と
バ
ッ
ジ
」

が
阿
左
見
支
部
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
、

改
め
て
大
き
な
拍
手
で
新
会
員
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
同
友

会
で
何
を
学
ぶ
の
か
理
解
で
き
た
」

「
企
業
規
模
に
関
わ
ら
ず
経
営
指
針

は
必
要
で
あ
る
」
な
ど
の
感
想
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

桐
生
支
部
３
月
例
会

実
録
！
事
業
承
継
か
ら
１
年

　

住
宅
設
備
機
器
販
売
・
施
工
の
末

高
販
売
㈱
、
代
表
取
締
役
・
水
野
龍

太
氏
（
高
崎
支
部
）
が
報
告
者
を
務

め
、「
実
録
！
事
業
承
継
か
ら
１
年

〜
社
長
に
な
っ
て
実
際
の
と
こ
ろ
ど

う
な
の
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身

の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。
水
野

氏
が
桐
生
支
部
で
報
告
す
る
の
は
七

年
振
り
二
回
目
（
当
時
は
専
務
）。

　

営
業
社
員
と
し
て
の
入
社
、
転
機

と
な
っ
た
出
来
事
、
志
願
し
て
の
専

務
就
任
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
と
の
衝

突
、
そ
し
て
、
社
長
就
任
か
ら
現
在

ま
で
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
心
境

を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
話
し
て
い
っ

た
水
野
氏
。
締
め
括
り
に
「
社
長
就

任
前
に
や
っ
て
お
い
て
良
か
っ
た
の

は
、
数
々
の
失
敗
と
同
友
会
に
入
っ

た
こ
と
。
志
の
高
い
多
く
の
仲
間
と

の
関
わ
り
が
自
分
を
大
き
く
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。
今
後
も
仲
間
た
ち
と

切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
事
業
承
継
」「
経

営
者
の
責
任
」「
経
営
指
針
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施

し
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
を
移
動
し
て
の
懇

親
会
に
お
い
て
も
、
市
内
の
桜
よ
り

少
し
早
く
経
営
談
義
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。
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ぶ
れ
な
い
思
い
の
経
営
を
め
ざ
す

高
崎
支
部
３
月
例
会

親
の
心
子
知
ら
ず
？
子
の
心
親
知
ら
ず
？

棄
物
収
集
運
搬
の
澤
希
運
輸
㈲
、
会

長
・
中
澤
克
幸
氏
、
社
長
・
中
澤
直

希
氏
（
高
崎
支
部
）
が
報
告
者
を

　

三
月
十
七
日
（
木
）、
高
崎
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高
崎

支
部
三
月
例
会
」
を
開
催
。
産
業
廃

務
め
、「
親
子

２
代
の
創
業
物

語
〜
親
の
心
子

知
ら
ず
？
子
の

心
親
知
ら
ず
？

〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
両
者
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
で

経
営
体
験
を
語

り
ま
し
た
。
過

去
数
十
年
、
群

馬
同
友
会
の
全

支
部
例
会
を
振

り
返
っ
て
も
、

親
子
が
揃
っ
て

報
告
者
を
務
め

る
の
は
初
め

て
。

　
「
ま
ず
は
報

告
者
を
引
き
受

け
て
く
れ
た
会

長
に
感
謝
。
自

分
か
ら
お
願
い

の
話
を
切
り
出

す
の
に
三
日
掛
か
っ
た
（
笑
）」
と

い
う
直
希
氏
の
言
葉
を
ス
タ
ー
ト

に
、
例
会
企
画
の
経
緯
、
同
社
を
含

む
関
連
三
社
の
概
要
・
沿
革
な
ど
を

説
明
。
そ
の
後
、親
パ
ー
ト
・
子
パ
ー

ト
を
分
け
て
交
互
に
報
告
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

克
幸
氏
は
家
族
の
た
め
に
脱
サ
ラ

し
て
運
送
業
を
始
め
た
創
業
秘
話

を
、
当
時
の
思
い
や
苦
労
話
を
交
え

な
が
ら
紹
介
。
家
業
に
入
っ
て
僅
か

一
年
余
り
で
直
希
氏
を
社
長
に
就
任

さ
せ
た
理
由
に
つ
い
て
は
「
自
分
の

体
調
の
こ
と
も
あ
る
が
、
早
く
一
人

前
に
な
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
甘
や
か

し
て
偉
そ
う
な
社
長
に
な
ら
な
い
よ

う
、
仕
事
の
面
で
は
特
に
厳
し
く
接

し
て
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

直
希
氏
は
両
親
へ
の
感
謝
か
ら
家

業
へ
入
社
す
る
も
、
嫌
々
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
た
た
め
父
に
怒
ら
れ
る

毎
日
。
澤
希
運
輸
設
立
と
合
わ
せ
て

の
社
長
就
任
を
「
最
初
は
言
わ
れ
て

ポ
カ
ー
ン
…
だ
っ
た
。
ま
さ
に
肩
書

き
だ
け
の
置
物
社
長
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
仕
事
を

任
さ
れ
る
な
か
で
意
識
と
行
動
が

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

変
化
。「
怒
ら
れ
続
け
た
こ
と
が
無

駄
で
は
な
い
と
気
づ
く
。
こ
ん
な
に

怒
っ
て
く
れ
る
父
親
は
い
な
い
と
思

う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

克
幸
氏
は
「
関
連
三
社
を
全
て
任
せ

て
、
早
く
引
退
さ
せ
て
ほ
し
い
」、

直
希
氏
は
「
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
と
描
き
、
家
業
か
ら
企
業

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の
内
を
明
か

し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
創
業
（
承
継
）

の
思
い
」「
親
子
の
関
係
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
創

業
当
初
の
熱
い
思
い
を
大
切
に
し
た

い
」「
親
子
だ
か
ら
こ
そ
難
し
い
部

分
も
あ
る
」「
経
営
理
念
の
共
有
が

永
続
企
業
の
条
件
」
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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三
月
二
十
四
日
（
木
）、
韮
川
行

政
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
太
田
支
部

三
月
例
会
を
開
催
。「
本
気
の
朝
礼
」

が
注
目
を
集
め
る
㈱
て
っ
ぺ
ん
で
、

入
社
三
年
目
に
店
長
、
四
年
目
に
取

締
役
、
五
年
目
に
は
取
締
役
社
長
に

抜
擢
さ
れ
た
薄
田
典
靖
氏
が
「
本
気

の
チ
ー
ム
づ
く
り
! !
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

　
「
強
い
チ
ー
ム
を
つ
く
る
上
で
一

太
田
支
部
３
月
例
会

本
気
の
チ
ー
ム
づ
く
り
!!

番
大
切
な
の
は
目
標
。
周
り
が
ム
リ

だ
と
思
う
目
標
を
掲
げ
、
チ
ー
ム
に

出
来
る
と
思
わ
せ
る
こ
と
」
と
語
る

薄
田
氏
。
ま
た
、
数
多
く
の
店
長
を

育
て
て
き
た
経
験
か
ら
「〝
出
来
る
〟

と
い
う
意
志
の
力
が
一
〇
〇
％
あ
れ

ば
方
法
は
無
限
大
。
た
だ
し
、
一
％

で
も
欠
け
る
と
出
来
な
い
言
い
訳
が

先
に
立
っ
て
し
ま
う
」
と
し
、「
チ
ー

ム
が
本
気
に
な
る
ま
で
毎
日
、
声
に

出
し
て
言
い
続
け
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
」
と
付
け

加
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
出
来
る
と
信
じ

る
強
い
意
志
の
力
が
重

要
」「
声
に
出
し
て
言

い
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
」「
朝
礼

の
見
直
し
を
検
討
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
薄
田
氏
の
講
演
は

参
加
者
の
心
を
動
か

し
、
例
会
翌
日
に
会
員

同
士
で
朝
礼
の
見
学
を

行
う
会
社
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

渋
川
吾
妻
支
部
３
月
例
会

人
と
人
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　

三
月
二
十
二
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
た
渋
川
吾
妻
支
部
例
会
は
、
エ
ス

エ
ー
企
画
㈱
・
社
長
の
岩
崎
武
栄
氏

が
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
づ
く
り
」

と
題
し
、
ニ
ー
ト
ら
の
若
者
を
技
術

者
と
し
て
育
成
し
よ
う
と
昨
年
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
〝
Ｒ
ｅ
：
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

ア
カ
デ
ミ
ー
〟
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
業
を
始
め
よ

う
と
思
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
は

岩
崎
氏
自
身
が
過
ご
し
た
少
年
期
の

体
験
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
岩
崎
少
年
は
、
学
校
で
の
楽
し
い

思
い
出
は
少
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

社
会
人
と
な
り
、
そ
う
し
た
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
を
は
ね
除
け
て
き
た
岩

崎
氏
が
、
人
手
不
足
、
職
人
の
高
齢

化
、
空
き
家
問
題
と
い
っ
た
業
界
全

体
の
課
題
を
解
決
す
る
足
が
か
り
と

し
て
始
め
た
の
が
、
ニ
ー
ト
を
社
会

復
帰
さ
せ
る
こ
の
事
業
で
し
た
。

　
「
ニ
ー
ト
の
若
者
た
ち
は
、
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

が
わ
か
ら
な
い
だ
け
。
今
ま
で
と

違
っ
た
環
境
の
中
で
体
験
を
積
み
、

自
信
を
持
た
せ
た
い
。
そ
し
て
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
き
く
し
て
い
け
れ

ば
、き
っ
と
活
躍
で
き
る
は
ず
」
と
、

情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
む
岩
崎
氏
を

誰
も
が
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

伊
勢
崎
支
部
３
月
例
会

今
年
度
の
新
会
員
３
名
が
報
告

　

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

兼
ね
て
「
伊
勢
崎
支
部
三
月
例
会
」

を
開
催
。
今
年
度
の
新
会
員
三
名
、

岡
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
ツ
・
岡
田

氏
、
㈱
ナ
カ
ダ
イ
・
中
台
氏
、
㈱
平

和
産
業
・
久
保
田
氏
が
「
自
社
の
課

題
と
今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
報

告
し
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
や
会
社
Ｐ
Ｒ
を
皮
切
り

に
、
二
十
分
の
持
ち
時
間
を
目
一
杯

に
活
用
し
て
課
題
や
展
望
、
さ
ら
に

は
会
員
へ
の
問
題
提
起
な
ど
を
語
っ

た
三
名
。
会
社
の
業
種
や
業
態
、
歩

ん
で
き
た
経
歴
を
異
に
す
る
た
め
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
が
鮮
明
に
表
れ

る
興
味
深
い
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
報
告
者
を
囲
ん
で
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。
話
し
切
れ
な
か
っ

た
部
分
の
補
足
説
明
、
参
加
者
か
ら

の
質
問
、
そ
れ
に
対
す
る
応
答
な
ど

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、入
会
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、

新
会
員
の
皆
さ
ん
に
「
タ
テ
＆
バ
ッ

ジ
」
を
贈
呈
。
榎
原
支
部
長
は
「
会

員
は
辞
書
の
一
ペ
ー
ジ
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
参
加
が
同
友
会

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
可
能
な

限
り
各
種
行
事
に
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
」
と
、
新
会
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱天翔堂
代表取締役　岡崎 輝行 氏（高崎支部所属）

“お墓じまい”
今より手厚い供養のために
“お墓じまい”
今より手厚い供養のために
“お墓じまい”
今より手厚い供養のために

▼
会
社
概
要

　

高
崎
市
の
旧
群
馬
町
に
あ
る
墓
石

専
門
店
で
す
。
墓
石
工
事
は
も
と
よ

り
、
お
墓
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
リ

フ
ォ
ー
ム
・
納
骨
な
ど
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
県
内

の
お
客
様
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
依
頼
が
あ
れ
ば
県
外
の
現

場
も
対
応
可
能
で
す
。

　

社
名
に
は
「
故
人
の
安
ら
か
な
眠

り
」
と
「
会
社
の
飛
躍
」
の
意
味
を

込
め
ま
し
た
。
お
客
様
の
ご
家
族
・

ご
親
族
の
死
に
携
わ
る
重
要
な
役
目

を
深
く
認
識
し
つ
つ
、
他
社
に
先
駆

け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ

　
「
お
墓
じ
ま
い
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
近
年
に
な
っ

て
で
き
た
造
語
で
、
簡
単
に
言
う
と

「
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
お
墓
を

解
体
・
撤
去
す
る
こ
と
」
を
指
し
ま

す
。
継
承
者
（
子
・
孫
）
の
い
な
い

方
が
亡
く
な
っ
た
際
、
無
縁
墓
に
な

る
の
を
避
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
継

承
者
が
遠
方
に
お
住
ま
い
で
、
お
墓

参
り
に
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
い
な

ど
を
理
由
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
増
え

Q 

&

      

A

の
活
用
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ

に
光
明
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

▼
展
望

　

企
業
規
模
の
拡
大
は
め
ざ
し
ま
せ

ん
。
小
さ
く
て
も
利
益
の
出
せ
る
会

社
、
お
客
様
に
心
か
ら
喜
ん
で
も
ら

え
る
会
社
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
新
分
野
の
開
拓
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。
経
営

環
境
の
変
化
が
激
し
い
な

か
、
墓
石
専
門
店
だ
け
で

は
生
き
残
れ
な
い
時
代
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
素
材

と
し
て
の
石
の
可
能
性
を

追
求
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ

タ
チ
で
応
用
・
活
用
し
て

い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、

将
来
的
に
事
業
の
新
し
い

柱
を
つ
く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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て
い
ま
す
。「
お
墓
じ
ま
い
」
で
取

り
出
し
た
遺
骨
は
、
お
寺
や
霊
園
の

永
代
供
養
塔
（
納
骨
堂
）
へ
の
移
動

や
散
骨
、
ま
た
は
別
の
お
墓
へ
移
転

さ
れ
ま
す
。

　

当
社
で
実
施
す
る「
お
墓
じ
ま
い
」

の
具
体
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
現
地

確
認
を
し
て
か
ら
見
積
も
り
を
作
成

（
県
内
無
料
）、
本
契
約
を
交
わ
し
、

お
寺
な
ど
に
依
頼
し
て
お
墓
の
魂
を

抜
き
ま
す
。
そ
の
後
、
狭
い
場
所
に

対
応
可
能
な
ミ
ニ
ク
レ
ー
ン
や
運
搬

車
な
ど
の
機
材
を
使
っ
て
丁
寧
に
解

体
・
撤
去
し
て
い
き
ま
す
。
基
礎
の

厚
さ
に
よ
り
作
業
時
間
が
延
び
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
追
加
料
金
は
一

切
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
反
響

　

現
在
、
当
社
に
あ
る
お
問
合
せ
の

約
半
数
が
「
お
墓
じ
ま
い
」
に
関
連

す
る
内
容
で
す
。
特
に
費
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
相
場
と
な
る
価
格

が
な
か
っ
た
た
め
分
か
り
づ
ら
く
、

お
客
様
は
不
安
に
感
じ
る
よ
う
で

す
。

　

当
社
と
し
て
も
最
初
の
う
ち
は
価

格
設
定
が
分
か
ら
ず
、
お
客
様
と
金

額
の
折
り
合
い
が
付
か
な
い
ケ
ー
ス

や
、
予
想
以
上
に
経
費
が
掛
か
っ
て

赤
字
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
、
多
く

の
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

数
々
の
失
敗
を
重
ね
る
な
か
で
適
正

価
格
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

▼
課
題

　

墓
石
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
年

を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
家
を
継
ぐ
・
守
る
と
い
う
価
値

観
が
薄
れ
、宗
教
離
れ
と
相
ま
っ
て
、

葬
儀
や
仏
壇
、
お
墓
な
ど
に
お
金
を

か
け
る
方
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
以

前
は
比
較
的
価
格
の
安
定
し
た
業
界

で
し
た
が
、
全
体
の
仕
事
量
が
減

り
、
値
引
き
合
戦
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
集
客
の
強
化
は
課
題
で

す
。
お
問
合
せ
の
多
く
は
現
在
、
自

社
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や
石
材
専

門
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
紹
介
で

す
。特
に
今
年
は
Ｈ
Ｐ
に
力
を
入
れ
、

「
お
墓
ブ
ロ
グ
」
を
毎
日
更
新
し
ま

し
た
。
業
界
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【ぐんぎんビジネスサポート大賞】　　　  ㈱北毛久呂保
　群馬銀行は８日、「ぐんぎんビジネスサポート大賞
2015」の表彰式を高崎市内のホテルで開いた。258件の
応募の中から優秀賞にプロト技研と㈱北毛久呂保（代表
取締役・兵藤武志氏／沼田支部所属）の事業プランが選
ばれた。同大賞は新商品・新サービスの開発、新たな市
場の開拓などに関する事業プランを募集、その後の支援
を行うことにより、地域経済の活性化、地域貢献を図る
ことなどが目的。表彰式には最終選考に残った13プラン
の関係者や審査委員、同行支店長ら約90人が出席した。
　「群馬県産のこんにゃくを利用した新しいこんにゃく
加工品の開発および新販路の開拓」のプランの北毛久呂
保、狩野正充さんは「こんにゃく農家が、これからも作
り続けられるよう、これからも気を引き締めて、しっか
りした商品づくりを続けていきたい」と話した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　［４／14付ぐん経］

【春の交流会にぎわう】　　　　　　　　　  ㈱ナカダイ
　産業廃棄物処理分業の㈱ナカダイ（取締役常務・中台
啓一氏／伊勢崎支部所属、管理部長・越智靖政氏／前橋
支部所属）前橋支店は２日、前橋支店内の工場で「春の

地域交流会」を開き、約450人が訪れた。同社前橋工場
外周沿いには、敷地内の40本の桜や広瀬川に群生してい
る菜の花を鑑賞できる遊歩道が整備されており、毎年、
この時期に地域貢献活動の一環として花見イベントを開
いている。当日は、工場見学や重機との記念撮影、近隣
の共愛学園前橋国際大学の学生によるイベント、ショー
ルームでの「モノ作りワークショップ」や竹とんぼ作り
などが行われ、多くの人でにぎわった。［４／14付ぐん経］

【社名変更】
　吉澤運送㈲、代表取締役・相原佳寛氏（前橋支部所
属）では、この度、「㈱ライズトランスポート」に社名
を変更しました。

【会員登録変更】
　㈱モハラテクニカ、代表取締役・茂原純一氏（高崎支
部所属）では、この度、「取締役・茂原慎吾氏」に会員
登録を変更しました。

【社名変更】
　㈲ムラヤマトーヨー住器、代表取締役・村山徹氏（沼
田支部所属）では、この度、「㈲M Base」に社名を変
更しました。

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

関東防災工業株式会社
消防設備・電気設備・PDCE避雷針のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）251-3535
■安中営業所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）385-5261
■東毛営業所　〒370-0514　群馬県邑楽郡大泉町朝日5-8-21
　　　　　　　　　　　　   TEL（0276）55-3770

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

高品質・高機能塗装  (有)クチキテック

本店・高崎店　共通お客様フリーダイヤル　0120-51-4152

本格外断熱、コテ模様仕上げ　世界初！本格外断熱、コテ模様仕上げ　世界初！本格外断熱、コテ模様仕上げ　世界初！本格外断熱、コテ模様仕上げ　世界初！
　発泡スチロール球入りＺウォールは、
暖まった部屋が冷めにくいという節電効
果ともう一つ、壁内結露の減少により長
寿住宅にするという目的があります。

〒378-0015  沼田市戸鹿野町324－3

携帯 090-4911-8900
TEL 0278（22）0691
FAX 0278（22）0696

E-mail：kuchikitec@yahoo.co.jp　URL：http://www.kuchikitec.jp  クチキテックで検索

代表取締役  朽木　康
こうくち き

【小冊子無料送付】送付先明記でFAX，
　メールにてご請求下さい。“塗り替えをする前に知っておきたい知識”

施工前
施工後



同 友 ぐ ん ま 20�6年 5月号（�）第4��号

新会員ご紹介 ４月度常任理事会承認会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

前
橋
支
部

〒371-0132　前橋市五代町1132-3

　当社は、前橋市にて金属金物の製作をしており
ます。良い品物をより速く提供できるよう心が
け、板金加工から焼付塗装・取付まで一貫して対
応いたします。同友会の先輩方にご指導いただき
ながら、経営について勉強したいと思います。宜
しくお願いします。

ＴＥＬ：027-269-4333

FAX ：027−269−2409
金属加工

【紹介者／高橋秀隆】
野球

㈱トミザワ

統括部長
福　島　大　樹

S58年生

第12回

日
時　

四
月
五
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
提

箸
、
相
沢
、
常
任
理
事
／
丹
羽
、
吉

池
、阿
久
戸
（
代
理
）、生
沼
、増
田
、

町
田
、
榎
原
、
阿
左
見
、
理
事
／
海

老
沼
、
戸
塚
、
丸
橋
、
高
橋
、
植
杉
、

事
務
局
／
黒
岩
、阿
久
澤
、竹
内
（
役

員
計
十
七
名
）

【
議　

事
】

　

伊
勢
崎
支
部
長
の
榎
原
氏
が
議
長

を
つ
と
め
、
澤
浦
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
十
二
回
（
最
終
）
理
事
会

開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
、
依
頼
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

○
黒
岩
事
務
局
長
よ
り
富
山
で
開
催

さ
れ
た
東
日
本
障
害
者
問
題
交
流

会
、
第
四
回
東
日
本
大
震
災
復
興
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
中
に
訃
報
が
入
っ
た
赤
石

中
同
協
前
会
長
を
偲
ぶ
会
が
四
月

二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
る
旨
の
案
内

が
あ
り
ま
し
た
。

○
同
友
会
の
運
動
に
よ
っ
て
二
〇
一

一
年
に
制
定
さ
れ
た
群
馬
県
中
小
企

業
憲
章
に
基
づ
く「
優
良
企
業
表
彰
」

に
お
い
て
、今
年
も
ユ
ニ
マ
ー
ク（
桐

生
）、
双
和
電
業
（
前
橋
）
の
二
社

が
受
賞
さ
れ
た
旨
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
（
第
一
回
か
ら
会
員
企
業
連
続
受

賞
続
く
）。

○
六
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
に
開

催
さ
れ
る
「
関
東
甲
信
越
代
表
者
会

議
」
が
急
き
ょ
群
馬
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
一
昨
年
同
様
、
群
馬

は
役
員
研
修
会
と
し
て
合
流
す
る
こ

と
が
総
務
会
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
青
年
部
会
か
ら
の
提
案

　

青
年
部
会
よ
り
、
来
年
四
月
に
群

馬
で
開
催
さ
れ
る
合
同
行
事
「
関
東

甲
信
越
青
年
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
つ
い
て
、
準
備
金
捻
出
の
依
頼
が

あ
り
、
こ
れ
を
承
認
。
新
年
度
予
算

案
に
も
組
み
込
み
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
九
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
崎
支
部
に
続
い
て
沼

田
支
部
が
今
年
度
の
入
会
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
二
〇
一
五
年
度
収
支
報
告
案

　

二
〇
一
五
年
度
の
収
支
報
告
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
総
会
提
案
と
し
て

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項
（
意
見
交
換
）

１
．
二
〇
一
六
年
度
予
算
案
審
議

　

新
年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て
審
議

検
討
し
、
総
会
提
案
と
な
る
予
算
案

を
ま
と
め
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
一
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
定

例
日
か
ら
変
更
し
て
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

日
時
：
五
月
六
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

〒373-0847　太田市西新町23-2

　介護スタッフが楽しく働き、心の底から笑い合い助け合える
こと、そこから生まれる満足感・幸福感こそがより良い介護の
源であり、高い生産性を生み出すと考えています。同友会の皆
さまの大切な従業員様が介護についてお悩みの際は、お気軽
にご相談ください。関わる方すべてに「はぴねす」を感じてい
ただけるようスタッフ一同精進して参ります。経営については
若輩者ですので、ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：0276-33-8811

FAX ：0276−33−8812
住宅型有料老人ホームガーデンハウスはぴねす、居宅介護支援事業所、訪問介護事業・通所介護

【紹介者／篠原久美子】
太
田
支
部

㈱グレイス

代表取締役
細　田　礼　子

S44年生

沼
田
支
部

〒378-0051　沼田市上原町1697

　弊社は、設立1975年（創業1902年）の日用品・
介護用品卸です。営業区域は主に群馬県内です。
群馬中小企業家同友会に参加し、学んだ事を会社
に活かしていきたいと思います。宜しくお願いい
たします。

ＴＥＬ：0278-23-0110

FAX ：0278−24−1095
日用品雑貨、紙製品、介護用品卸

【紹介者／高橋秀隆】
音楽鑑賞

㈱マルキホームズ

取締役専務
石　澤　憲　一

S49年生

沼
田
支
部

〒379-1616　利根郡みなかみ町川上688-4

　木と木をつないでつくる、いわゆる伝統工法での家
作りを行っております。自分達の働き方をどのように
売価に結びつけていくか等、課題の多い現状であるた
め、同友会会員となって経営全般の勉強をさせていた
だきたいと考えております。よろしくお願い致します。

ＴＥＬ：0278-72-6977

FAX ：0278−72−6977
住宅、店舗などの新築・リフォーム

【紹介者／澤浦彰治】
楽器演奏、ウェブサイト作成

工舎 澄み処

山　口　長士郎
H１年生


